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大阪府河川水辺の賑わいづくり審議会

会長　橋爪　紳也

大阪府水辺の賑わい創出事業について

　平成28年度第1回大阪府河川水辺の賑わいづくり審議会の議題についての意見は、別紙のとおりです。
（別紙）

事業に関する意見（審議案件）
	意見

聴取
	■「八軒家浜」　水辺の賑わい創出事業者の事業評価について

	事業継続に対する意見
	事業継続は妥当
· 川の駅はちけんやは、いつも開いていて賑わいがある。
· 色々な団体が連携しての事業展開は素晴らしく、水辺の賑わいを創出している。ここでの取り組みが、府内の賑わいづくりの見本となるよう、引き続き、各種活動を実施するとともに体制の維持をお願いする。

· ただし、展示室への訪問者が提案時の想定より少ないので展示内容の充実を図り、情報発信施設の発展方法について検討されたい。

	意見

聴取
	■「狭山池（仮称）」　都市・地域再生等利用区域の指定について

	都市・地域再生等利用区域の指定に対する意見
	　都市・地域再生等利用区域の指定は妥当
· 今回指定する「狭山池（仮称）」において水辺との調和が図れるよう、池の駅は、そのデザインやそこからの眺望に配慮して計画されたい。
· 同様に、各種のイベントで設置する仮設テントは、池が見えづらくなったりしないように、配置に工夫されて事業を展開されたい。

	諮問
	■「尻無川河川広場」　　占用施設の追加（その他施設）について

	占用施設の追加（その他施設）に対する意見
	本案件は引き続き、継続して審議を行う。
· 宿泊施設の追加については、各種の法令を遵守するとともに
・　賑わい施設として河川区域内に設置することの役割や位置付け。
・　災害時における利用者の安全確保

などについて確認や整理を行うとともに、前例も調査し、慎重に判断していく案件。

	諮問
	■「安治川右岸（船津橋下流）」　占用施設の追加（その他施設）について

	占用施設の追加（その他施設）に対する意見
	　本案件は引き続き、継続して審議を行う。
· 宿泊施設の追加については、各種の法令を遵守するとともに
・　賑わい施設として河川区域内に設置することの役割や位置付け。
・　災害時における利用者の安全確保
などについて確認や整理を行うとともに、前例も調査し、慎重に判断していく案件。


※議題（３）（４）は諮問案件ですが、継続して審議を行うこととなったため、本審議会でいただいた意見を参考としてとりまとめたものです。
